
２25.　3.　15
（
１
面
か
ら
続
く
）

◎
健
康
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る 

ま
ち

　

◇
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
作
成　

特

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
利

の
あ
る
障
害
者
が
、
緊
急
時
や
平

時
に
、
周
囲
に
理
解
を
求
め
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
緊
急
連
絡
先

や
必
要
な
支
援
内
容
を
記
載
し
た

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
普
及
啓
発

を
図
り
ま
す

　

◇
新
た
な
精
神
障
害
者
都
型
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業　

精
神
障
害

者
の
病
状
が
不
安
定
な
時
や
家
族

が
都
合
に
よ
り
不
在
に
な
る
時
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

宿
泊
で
き
る
場
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

◇
地
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備　

八

幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し

て
は
、
雨
漏
り
を
解
消
す
る
た
め

の
外
壁
工
事
、
浅
間
町
地
区
セ
ン

タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
、
今
後
も
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
と

な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

◎
子
ど
も
の
未
来
と
文
化
を 

は
ぐ
く
む
ま
ち

　

◇
待
機
児
解
消　

南
沢
五
丁
目

に
開
店
す
る
大
型
商
業
施
設
内
に

地
域
貢
献
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ

る
認
証
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
、

市
内
在
住
の
入
所
児
童
を
対
象
と

し
た
運
営
費
の
負
担
を
し
、
保
育

行
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待
機

児
解
消
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す

　

◇
認
可
外
保
育
施
設
保
護
者
助

成　

認
可
外
保
育
施
設
に
通
園
し

て
い
る
園
児
の
保
護
者
に
対
し
て

助
成
し
、
負
担
軽
減
を
図
り
、
認

可
保
育
園
の
保
護
者
負
担
と
の
格

差
是
正
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す

　

◇
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事

　

学
校
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

計
画
的
に
大
規
模
改
造
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。　

年
度
に
つ

２５

き
ま
し
て
は
、
小
山
小
学
校
、
本

村
小
学
校
の
２
校
の
工
事
と
南
町

小
学
校
の
工
事
に
伴
う
実
施
設
計

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

　

◇
第
五
小
学
校
の
増
築
用
地
購

入　

ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
建
て
替

え
な
ど
に
よ
り
、
児
童
数
の
大
幅

な
増
加
が
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

増
築
に
よ
る
対
応
を
図
る
べ
く
、

隣
地
を
取
得
し
て
ま
い
り
ま
す

　

◇
特
別
支
援
学
級
の
整
備　

中

学
校
に
特
別
支
援
学
級
を
増
設
す

る
た
め
、
久
留
米
中
学
校
、
西
中

学
校
の
教
室
整
備
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す

　

◇
学
校
図
書
館
へ
の
司
書
配
置

　

学
校
図
書
館
司
書
を
週
２
日
、

年
間
で　

日
配
置
し
て
ま
い
り
ま

９０

す
。　

年
度
に
つ

２５

き
ま
し
て
は
、
小

学
校
７
校
に
お

い
て
実
施
し
、
順

次
計
画
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す

　

◇
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３

　

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
開

催
に
当
た
り
、
競
技
施
設
設
営
管

理
費
や
大
会
運
営
経
費
に
充
て
る

た
め
、
国
体
実
行
委
員
会
に
対
し

補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

◎
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

　

◇
ご
み
減
量
化　

市
民
の
皆
さ

ま
に
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
ご
み
減
量
化
の
必
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
、
最
終
処
分

場
な
ど
の
見
学
会
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
更
な
る
ご
み

の
発
生
抑
制
・
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
、
現
在
の
「
ご
み
と
資
源

物
の
出
し
方
」
を
冊
子
化
し
、
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

　

◇
ご
み
対
策
課
庁
舎
の
建
て
替

え
と
資
源
選
別
場
の
整
理
統
合

建
物
の
耐
震
性
や
機
械
設
備
の
維

持
管
理
費
用
の
増
大
な
ど
老
朽
化

に
伴
う
安
全
上
の
喫
緊
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
資
源
選
別
場
の

売
却
と
も
連
動
し
、
２
カ
年
を
か

け
て
建
て
替
え
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す

計
画
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に

　

仕
分
け
市
民
会
議
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
の
視
点
で
事
務
事
業

の
方
向
性
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
提
言
を
い
た
だ
く
貴
重
な
場
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
実
施
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
過
去
３
回
の
実
績

を
踏
ま
え
、
市
民
委
員
の
募
集
・

選
定
方
法
や
、
対
象
事
業
の
選
定

方
法
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
よ
り

一
層
の
工
夫
を

し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る

財
政
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
状

況
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る

こ
と
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
同
テ
ー
マ
を
題
材
に
中
学
校

地
区
ご
と
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。お

わ
り
に

　

長
引
く
経
済
不
況
と
と
も
に
少

子
高
齢
化
の
進
行
の
ス
ピ
ー
ド
は

大
変
速
く
、
引
き
離
し
て
も
、
引

き
離
し
て
も
、
す
ぐ
に
追
い
つ
か

れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
実
感
で

あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
選
択

と
集
中
の
視
点
で
行
政
資
源
の
配

分
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

今
後
、
持
続
可
能
な
自
治
体
で
あ

り
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
今
あ
る
「
公
助
」「
共
助
」

「
自
助
」
の
あ
り
方
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に

は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ま
で
一

緒
に
考
え
、
協
力
し
合
い
、
時
に

は
大
き
な
決
断
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
、

明
日
の
東
久
留
米
に
つ
な
ぐ
た
め
、

必
要
な
こ
と
は
種
を
ま
き
、
既
に

取
り
組
み
始
め
て
い
る
も
の
は
１

歩
で
も
前
進
す
べ
く
取
り
組
ん
で

ま
い
る
決
意
を
述
べ
て
結
び
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
条

例
案
が
、　

年　

月
議
会
で
可
決

２４

１２

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
案
は
、

学
識
経
験
者
や
市
民
に
よ
る
委
員

で
構
成
さ
れ
た
「
下
水
道
使
用
料

等
検
討
委
員
会
」
か
ら
提
出
さ
れ

た
報
告
書
を
基
本
と
し
、
議
会
か

ら
の
ご
意
見
も
勘
案
し
検
討
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
今
回
の
改
定
か

ら　

年
後
に
、
下
水
道
会
計
が
一

１０
般
会
計
予
算
か
ら
の
繰
入
金
に
依

存
し
な
い
こ
と
を
目
指
す
た
め
、

平
均
改
定
率

４
・
８
％
の
引

き
上
げ
に
加
え
、

生
活
扶
助
者
な

ど
に
対
し
行
っ
て
い
る
全
額
減
免

を
、
市
の
財
政
状
況
と
近
隣
市
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
で

「
月　

立
方
㍍
ま
で
に
相
当
す

１０

る
使
用
料
を
免
除
」
に
改
め
る
も

の
で
す
。
詳
細
は
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
下
水
道
施
設
を

常
時
良
好
な
状
態
で
維
持
し
、
さ

ら
な
る
業
務
の
改
善
や
経
費
の
縮

減
に
取
り
組
み
、
よ
り
効
率
的
な

下
水
道
経
営
に
向
け
た
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
施
設
管
理
課
下
水
道

計
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
５
８
へ
。

　
　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が

２５
３
月
１
日
（
金
）
～　

日
（
火
）

２６

の　

日
間
の
日
程
で
開
催
中
で
す
。

２６
今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▼
東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
▼
専
決
処
分

（
平
成　

年
度
東
久
留
米
市
一
般

２４

会
計
予
算
）
の
承
認
に
つ
い
て
▼

専
決
処
分
（
平
成　

年
度
東
久
留

２４

米
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
））の
承
認
に
つ
い
て
▼
東
久
留

米
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
２
件
）

▼
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て（
５
件
）

▼
東
久
留
米
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条

例
▼
東
久
留
米
市
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
▼
地
域
社
会
に
お

け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た

な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
▼
東
久
留

米
市
生
活
資
金
貸
付
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
東
久
留

米
市
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

等
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
▼
東
久
留
米
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
▼
東
久
留
米
市
奨
学

資
金
に
関
す
る
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
▼
東
久
留
米
市

立
図
書
館
協
議
会
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
▼
東
久
留
米

市
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
▼

東
久
留
米
市
道
路
の
構
造
の
技
術

的
基
準
に
関
す
る
条
例
▼
東
久
留

米
市
が
管
理
す
る
道
路
標
識
の
寸

法
を
定
め
る
条
例
▼
東
久
留
米
市

道
路
の
移
動
等
円
滑
化
の
基
準
に

関
す
る
条
例
▼
東
久
留
米
市
都
市

計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
▼
東
久
留
米
市
都
市
公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
東
久
留
米
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
▼
市
道
路
線

の
廃
止
に
つ
い
て
▼
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
▼
平
成　

年
度
東

２４

久
留
米
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
▼
平
成　

年
度
東
久

２４

留
米
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
２
件
）
▼
平
成　

年
２４

度
東
久
留
米
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成　

年
度
東
久
留
米
市
介
護

２４

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
▼
平
成　

年
度
東
久
留
米
市

２４

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
▼
平
成　

年
度
東
久

２５

留
米
市
一
般
会
計
予
算
▼
平
成　
２５

年
度
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
▼
平
成　

年
度
東

２５

久
留
米
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
▼
平
成　

年
度
東
久
留

２５

米
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
▼

平
成　

年
度
東
久
留
米
市
下
水
道

２５

事
業
特
別
会
計
予
算

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
☎
４
７

０
・
７
７
８
９
へ
。

下水道使用料改定に伴う使用料比較表と計算例
（１カ月当たり）

改定後の使用料現行の使用料排出量汚水の
種別

６９０円６３０円 ０㎥～ １０㎥まで

一般汚水

１㎥につき　１２５円１㎥につき　１１９円 １１㎥～ ２０㎥まで

１㎥につき　１６２円１㎥につき　１５６円 ２１㎥～ ５０㎥まで

１㎥につき　２１０円１㎥につき　２０４円 ５１㎥～ １００㎥まで

１㎥につき　２４１円１㎥につき　２３５円 １０１㎥～ ２００㎥まで

１㎥につき　２９０円１㎥につき　２８４円 ２０１㎥～ ５００㎥まで

１㎥につき　３２４円１㎥につき　３１８円 ５０１㎥～ １,０００㎥まで

１㎥につき　３６３円１㎥につき　３５７円 １,０００㎥～ 

※下水道使用料は、上記により算出した額に消費税（５％）を加えた額となります。

《改定後の計算例》１カ月で３０㎥使用した場合
１０㎥までの分 ＝ ６９０円
１１㎥～２０㎥までの分　１２５円×１０㎥ ＝ １,２５０円
２１㎥～３０㎥までの分　１６２円×１０㎥ ＝ １,６２０円
 小　　計　　 ３,５６０円
 ３,５６０円＋１７８円（消費税）＝ ３,７３８円

引き上げ額改定後使用料現行使用料１カ月排出量

１２６円２,０３７円１,９１１円２０㎥

１８９円３,７３８円３,５４９円３０㎥

１,３１２円１,３１２円０円２０㎥（減免世帯）

３,０１３円３,０１３円０円３０㎥（減免世帯）

※ご使用月が４月１日をまたぐ場合は日割計算を行うため上記金額とは異なり
ます。下水道使用料は、通常水道料金と合算され２カ月に１度の請求となり
ます。

《参考》 （消費税額を含みます）

　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
を

２５

開
催
し
て
い
ま
す

３
月　

日
（
火
）
ま
で
の
日
程
で

２６

　
　

年
度
東
久
留
米
市
一
般
会
計

２４
予
算
に
つ
い
て
は
、　

年
第
４
回

２４

市
議
会
臨
時
会
に
提
案
し
ま
し
た

が
、
議
会
が
開
催
さ
れ
ず
議
決
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
市
政
運
営

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
予
算
提
案

者
で
あ
る
市
長
と
し
て
、
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、　

年　

月　

日
付
で
専

２４

１２

２８

決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
専

決
処
分
に
つ
い
て
次
の
議
会
に
報

告
し
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、　

年
第
１

２５

回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
承
認

を
求
め
ま
し
た
が
、
不
承
認
と
な

り
ま
し
た
。

不
承
認
と
な
っ
た
場
合

の
措
置
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
４

項
の
規
定
に
よ
り
、
予
算
に
関
す

る
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
議
案
が
否
決
さ
れ
た
と
き
は
、

普
通
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
速
や

か
に
、
そ
の
専
決

処
分
に
関
し
て
必

要
と
認
め
る
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を

議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
必
要
と
認
め
る
措
置
」と
し
て

は
、
補
正
予
算
の
提
案
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
年

度
末
で
の
予
算
の
修
正
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
、
議
会
や
市
民
の

皆
さ
ま
に
専
決
処
分
に
つ
い
て
の

説
明
責
任
を
果
た
す
観
点
か
ら
、

ご
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
専
決
処
分
は
、
議
会
の

承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
も
、

そ
の
効
力
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
秘
書
広

報
担
当
緯
４
７
０
・
７
７
１
２
へ
。

　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て

２５（
議
案
第
２
号
）

「　

年
度
東
久
留
米
市
一
般
会
計
予
算
」の

２４専
決
処
分
が「
不
承
認
」
と
な
り
ま
し
た

４
月
１
日
（
月
）
か
ら

下
水
道
使
用
料
が
改
定
と
な
り
ま
す


